
先月号では「今年は

豊作」と予想して喜ん

でおりました。

９月始めの台風２１

号は、関西国際空港を

始め各地に被害が出た

ようですが、当地は風

は強かったものの、家

屋などの被害もほとん

どなく、また、田圃も

台風通過直後には、目

立った被害はなく安堵

しておりました。

それから２週間余り過ぎて、お彼岸頃より当地でも稲刈りが始まりました。

そうすると、早く始めた仲間農家から「豊作を確信していたのに、近年にない不作のよう

だ。」という嘆きの声が聞こえ始めました。

原因を辿ると、一つは、７月の低温と次の８月の酷暑。極端な寒さと暑さの異常気象。も

う一つが、台風２１号の風害、見た目では大きな被害はないようでしたが、稔りの大事な時

に強風にあおられ、稲には相当なストレスとなったようです。

我が家の場合は、まだ、稲刈りを始めたばかりで全体像は判りませんが、草取りの助っ人

のマガモ君たちが、暴れまわって、草取り効果は向上したものの、イネが相当痛めつけられ、

その回復が悪天候で遅れたことで、１割余りの減収は覚悟しなくてはならないと思われます。

でも、皆さんにお届けする量は十分確保できる見込みの上に、洪水や地震などの被災に比

べれば、微々たる被害。贅沢は言えません。先ずは、無事収穫で、自然の恵みに感謝です。

提 携 米 通 信
201８年10月号・黒瀬農舎

Rice Lodge Ogata

★黒瀬農舎からの返信メールが自動的に迷惑メールフォルダに分類されていることがあるようです。
返信のメールが届かない場合は迷惑メールフォルダの確認やメールの設定をご確認下さい。

★宅配便運賃の値上がりに伴い、複数の運送会社を使うことに致しました。そのため、出荷日／サイ
ズ／お届け先によっては、以前（前回）と運送会社が異なることがあります。ご了承下さい。
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ブナを植えて２６年。今年も、ブナ植えは文化の日です。

年末のお餅やリンゴ、手作り味噌などの予約注文は
１０月中頃にメール便でご案内します。

☆１０月２０日を過ぎても案内が届かない場合は、配達ミスの恐れがあります。

お手数ですがお電話などご一報をお願いします。
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〒０１０－０４４５

秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７

黒 瀬 正・友 基
TEL:0185-45-3088 FAX:45-2887

E-mail: akita@kurose.com Web: 提携米 黒瀬農舎 検 索

秋の喜び半減！ 大豊作の予想が覆されました。

早く稲刈りが始まった関東や新潟の生産者
から「不作」の便りが続々届き、

新米市場でも、値段が上がり始めました。

当地は、この写真のように、見た目は
「大豊作」。でも、稲刈りを始めてみれば、

見掛け倒しの不作年のようです。

我が農舎の無農薬田 2018.9.15撮影

降った雨を蓄え、徐々に放水する ブナは緑のダム

私たちの田圃を潤す水は「八郎湖」から導
入しています。八郎湖の水の多くは、東岸の
馬場目川から注がれます。その源流部は馬場
目岳。

この山にブナを植え始めて２６年目の今年
も１１月３日文化の日にブナを植えます。皆
様の参加をお待ちしております。

日 程
１１月２日 夕刻までに適宜ご到着下さい。

黒瀬農舎ロッヂにて夕食懇親会。同ロッヂ泊。

１１月３日 朝食後８時出発 １５時ＪＲ八郎潟駅解散

*ＪＲ八郎潟駅まで送迎します。到着時間ご連絡下さい。 *ロッヂの宿泊・食事料は無料。
シーツクリーニング代￥500のみ * 白神や角館観光の方、前後日の連泊ＯＫです。

＊別途、苗木代などに当てるブナ券カンパ 一人￥1000以上をお願い

昨年のブナ植え 2017.11.3撮影

９月４日深夜の台風は、当地では特に強烈とは感じ
られませんでした。

でも、我が村のグリーンベルトの５０年前後の
ポプラ並木は。あちこちで倒木していました。

かっての、ポプラ林の風情は、この２０年の台風や
冬の強風で、次々に倒れ、

現在では、往時の１割以下に減りました。
原因は、当地の環境です。

海抜ゼロメートルのグリーンベルトは、地下水位が
高く、湿潤で、根が十分張らない上に、

栄養豊富な土壌で２０ｍを超える巨木になるからです。
現在は背の低い樹木に更新中です。

予約〆切：１０月２７日必着

ご贈答用の新米などにお入れしている「化粧稲穂」
今年は、９月中頃に刈り取りました。

１０日ほど前の台風で、葉っぱは少し傷ついていま
したが、穂は奇麗な黄金色に熟し、この時には

「大豊作」の期待を抱かせました。
しかし、稲刈りを始めて見ると、残念ながら、

近年にない不作年と判明しました。
屑米が多く、米粒の太りが足らなかったようです。

化粧稲穂は、葉っぱが緑色の時期に刈り取り、
雨や日光に当てずに乾かすことで、奇麗な
化粧稲穂に仕上げます。（2018.9.15撮影）
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